
語 ら れ る 神 パート３

                                                                                                        聖書は【新改訳 2017】より引用しています。

 ベレーシート 

皆さん、おはようございます。

今日の良き日に、みなさまと共に礼拝をささげられることを嬉しく思います。

今日は「語られる神 part3 」です。　「語る」 ר מַ 、アーマルの初出箇所は אָ

「神は仰せられた、光あれ。すると光があった。」　創世記 1：3 です。

神が最初に語られたことは、光なるイェシュアを呼んだことです。

光をまとっておられるイェシュアです。イェシュアを通して神は壮大な計画を遂行されるのです。

そして、昔も今もずっとずっと神は語り続けています。何を語っておられるのでしょう？

聖書は神の大きなシナリオの書です。そのシナリオについて神はイザヤを通して語っておられます。 
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 「遠い大昔のことを思い出せ。わたしが神である。他にはいない。わたしのような神はいない。 わたし

は後のことを初めから告げ、まだなされていなことを昔から告げ、わたしの計画は成就しわたしの望むこ

とをすべて成し遂げるという。」 イザヤ 46：9、10

「終わりのことを初めから告げている」 の終わりとは、メシア王国＝千年王国のこと。 そして、その王

国はエデンの園 のこと。 エデンの園はやがて再びこの地に成るのです。

「神の計画」は既に始まっています。わたしたちは今、その神のご計画の中に生かされているのです。 

そしてその計画は必ず成就します。 その計画とは何でしょう？

それは、人が造られた一番最初の状態に戻すこと。それがエデンの園の回復です。

神が人をエデンの園に連れて来られ、そこに置かれたことは、神と人が結婚したことを意味しますが、神

は人をその時の状態に戻されるのです。 エデンの園。そこは、すべてのものが満ち溢れているところで、

 神と人が顔と顔を合わせともに暮らしていくところです。

またそこは、神が語られる言葉を理解できるところ、神と人が通じ合う世界です。
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  愛することは、聞くこと、従うこと 

神のご計画のために、私たち人に求められていることはただ一つだけ、それは聞くことです。

「聞く」 ע מַ 、シャーマ の初出箇所は שָׁ

「そよ風の吹くころ、彼らは、神である主が園を歩き回られる音を聞いた。」 創世記 3：8　

「彼らは聞いた。その日、神である主ご自身が、風として園で吹き巡っている音を。」同 銘形訳　です。

しかし不思議です。神はその前に「あなたは園のどの木からでも思いのまま食べてよい。」とアダムに

語っておられました。 ですから、「聞いた」という言葉が あっても良さそうなものですが、書かれてい

ません。 そこには、神が語られたその言葉だけしかありませんでした。

神はイスラエルの民を祭司として選びました。

そして彼らに絶えず語り続けていることは、「聞け」 ע מַ 。シェマ です שְׁ
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「シェマ イスラエル」「聞けイスラエル」 この言葉の本当の意味は「御子に聞け」です。

「御子・・イェシュアに聞け」なのです。

「語られる神パート 2」では 聞いて従え 、神のことばを聞いたなら、そこに行いがついてくることを共

に学びました。 旧約聖書で「聞く」とは「従う」ことを意味します。神が従いなさいと言われる言葉に

は 「え？今、何と言われました？」と耳を疑いたくなるようなこともあります。

まさにそのようなことを経験した人がいます。誰ですか？ そうです、アブラハムです。

何を言われたのですか？

「あなたの子、あなたが愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。 そして、わた

しがあなたに告げる一つの山の上で、彼を全焼のささげ物として献げなさい。」 創世記 22：2 でした。

前回は取り扱いませんでしたが、「愛している」の初出箇所は、この創世記 22：2 です。
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「愛する」のヘブル語は ב הַ ב、で (アーハヴ)אָ ת、 見る(ヘー) ה 、いと高き方が (アーヴ) אָ יִ バイ）בַּ

ト）御国をとなります。

神を愛するとは、神と同じ思いを持ち、同じものを見ること。神から愛されるとは、神が語られる奥儀を

知ることが赦されること。つまり、神と同じものを見せていただくことです。

アブラハムは神のことばに従いイサクを連れて出掛けました。 それは三日を要する道のりでした。父ア

ブラハムと子イサクは共に歩いた「ְך לַ ハーラフ」  アブラハムは 御父を表し、イサクは御子イェシュ הָ

アを表しています。ですから、イサクもまた従順に父に従ったのではないでしょうか。

アブラハムは、神は死者の中からイサクをよみがえらせてくださるとの強い確信をもって、全焼のいけに

えとして愛するイサクに刃物を振り下ろそうとしました。

その瞬間神が語られたのです。「その子に手を下してはならない。その子に何もしてはならない。今わた

しは、あなたが神を恐れていることがよく分かった。あなたは自分の子、自分のひとり子さえ惜しむこと

がなかった。」と言われたのです。そして身代わりの雄羊を与えてくださいました。
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アブラハムはこの場所を「アドナイ・イルエ」と呼びました。私達はこの意味を「主の山には備えがあ

る」と理解してきましたが、へブル語で見るなら 「アドナイ」 主が「イルエ」 ご覧になる・・ずっと継

続してご覧になっているという意味なのです.

神がご覧になっている場所、それはまさしくその場所が終りの日に神の聖所となるところです。

「 身代わりの雄羊」・・・これは何を意味するのでしょうか？

この身代わりの雄羊はイェシュアを指し示し、この場所はやがてゴルゴダの丘と呼ばれ、神のひとり子が

十字架にかかり死んでくださる場所です。復活して「いのちを与える御霊」となるために。

「しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられました。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰコリント 15:20

「血肉のからだで蒔かれ、御霊に属するからだによみがえらされるのです。

血肉のからだがあるのですから、御霊のからだもあるのです。
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こう書かれています。「最初の人アダムは生きるものとなった。」

しかし、最後のアダムはいのちを与える御霊となりました。」　Ⅰコリント 15:44-45

「いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。わたしがあなたがたに話してきたことば

は、霊であり、またいのちです。」ヨハネ 6:63

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人とし

て滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」　ヨハネ 3:16

これらのみことばが強く響きます。 神と同じものを見る。神の関心を自分の関心とする・・・わたした

ちは何を見ているのでしょうか？ 　何に関心があるのでしょうか？

神はいつも終わりを見ています。終わりのことだけなのです。そしてそれは始まりでもあるのです。
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アブラハムは啓示を受けたからこそ、この場所がとても大きな意味を持つところだと知ったのではないで

しょうか？ 　神と同じものを見る。これが神を愛することなのです。

「 【主】はその御目をもって全地を隅々まで見渡し、その心が自分と全く一つになっている人々に御力

を現してくださるのです。」 Ⅱ歴代１６：９

 神を愛したエレミヤ 

アブラハムのように神と同じものを見ていた人がいます。後の預言者ですが、誰ですか？

そうです、エレミヤです。 ヘブル語の「エレミヤ」という名前には、「神は高められる」という意味が

あります。　彼は、祭司ヒルキヤの息子です。

「次のような【主】のことばが私にあった。」　エレミヤ 1:4
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「あった」のヘブル語は「 ה יָ ハーヤー」 で、これは、旧約では神の主権を表す不可抗力的な意味や  הָ

性質を持っているとACで学びました。聖書に 3576 回使われています。

つまり、神はこの時エレミヤを預言者として召し出したということです。

「「わたしは、あなたを胎内に形造る前からあなたを知り、あなたが母の胎を出る前からあなたを聖別し、

 国々への預言者と定めていた。」 私は言った。「ああ、【神】、主よ、ご覧ください。私はまだ若くて、

どう語ってよいか分かりません。」」　エレミヤ 1：5-6

この神とのやりとりから、私たちはエレミヤに親近感を覚えるのではないでしょうか？

「私はまだ若くて、どう語ってよいか分かりません。」若い、若くないは別として私たちもエレミヤのよ

うに思うのではないでしょうか？「どう語ってよいか分かりません。」と。

「 【主】は私に言われた。「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣わすすべてのところへ行き、わ

たしがあなたに命じるすべてのことを語れ。彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたとともにいて、あなた
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を救い出すからだ。──【主】のことば。」 そのとき【主】は御手を伸ばし、私の口に触れられた。

【主】は私に言われた。「見よ、わたしは、わたしのことばをあなたの口に与えた。」エレミヤ 1:7-9

イザヤの口にも主の御手が触れられていますね。

「見なさい。わたしは今日、あなたを諸国の民と王国の上に任命する。引き抜き、引き倒し、滅ぼし、壊

し、建て、また植えるために。」 【主】のことばが私にあった。「エレミヤ、あなたは何を見ているの

か。」私は言った。「アーモンドの枝を見ています。」 すると【主】は私に言われた。「あなたの見た

とおりだ。わたしは、わたしのことばを実現しようと見張っている。」」エレミヤ 1:10-12

【新改訳改訂第３版】の訳ではこのようになっています。
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「すると【主】は私に仰せられた。「よく見たものだ。わたしのことばを実現しようと、わたしは見張っ

ているからだ。」」エレミヤ 1:12

「よく見たものだ」 このことばに込められた神の御思いは、「よくぞ私の心を共にしてくれているでは

ないか」との神の喜びが伝わってくるような、そんな思いが込められているように思いました。

エレミヤは神と同じものを見ていたのです。 アブラハムのようにエレミヤも神を愛していたのです。

エレミヤは主から「何を見ているのか」と聞かれ「アーモンドの枝の幻を見ています。」と答えました。 

アーモンドのヘブル語は  「ד קֵ ד」シャーケード」。 そして 、その動詞の  שָׁ קַ シャーカド」 は  שָׁ

「見張っている、実行する」という意味です 。

神が見ているものと同じアーモンドの枝の幻を見ながら、エレミヤは直ぐにこの 「ד קַ 「シャーカド  שָׁ

実行される 執行される 履行されるという意味を悟り非常に驚きました。

つまり、このユダの国でこれから神の裁きが始まることを知ったのです。
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さらに神が、この国を引き抜き、引き倒し、滅ぼし、壊し、建て、植えることをエレミヤは知っていくの

です。

神のリズムはいつも、夕から朝へ、暗闇から光へ、死からいのちへ、という美しいリズムになっています

が、エレミヤ書ではその順序とは逆に回復のビジョンが先に扱われています。

なぜなら、神の関心は裁きの後に来る回復にあるからです。正確に言うなら、回復のために裁きが行われ

るのです。神はユダの国を真の祭司の国として建て上げるために、バビロンを裁きの道具として用いられ

たのでした。

 神を愛せなかったイスラエル 
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イスラエルは神の妻でした。多くの契約の上に神はイスラエルをその胸に抱き続け、ずっと瞳のように愛

し、守り、育んで来られました。 そして神がこの民に要求されたことはただ一つだけ、それは聞くこと

でした。聞いて「ְך לַ 。ハーラフ」従うことだけだったのです הָ

イスラエルの民をエジプトの地から導いた神は、シナイ山で彼らと契約を結びました。

それは結婚の契約でした。 神がエレミヤに語れと言われたことばはこうです。

「【主】はこう言われる。わたしは、あなたの若いころの真実の愛、婚約時代の愛、種も蒔かれていな

かった地、荒野でのわたしへの従順を覚えている。

イスラエルは【主】の聖なるもの、その収穫の初穂であった。これを食らう者はだれでも罰を受け、わざ

わいを被った。」　エレミヤ 2：2-3
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神は言われます。 イスラエルはそんなことも忘れてしまったかのように、偶像を慕い、律法とは口先ば

かりで勝手気ままに生きていました。 異教の偶像にまみれ、神の聖なる地を汚したのです。

神のことばを授かるはずの祭司は嘆いて「主はどこにおられるのか」と言うこともなく、律法を扱うもの

たちも神を知らず、牧者たちも神に背き、預言者たちもバアルによって預言し、役立たずのものに従って

いました。

 「次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。一人もいない。悟る者はいない。神を求める者

はいない。すべての者が離れて行き、だれもかれも無用の者となった。善を行う者はいない。だれ一人い

ない。」」　ローマ人への手紙 3:10-12

「人の心は何よりもねじ曲がっている。それは癒やしがたい。だれが、それを知り尽くすことができるだ

ろうか。 わたし、【主】が心を探り、心の奥を試し、それぞれその生き方により、行いの実にしたがっ

て報いる。」　エレミヤ 17:9-10

神はなおもこの民が繰り広げている罪に対して糾弾しています。
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神はユダを妹に、イスラエルを姉にたとえ、妹ユダの罪は姉イスラエルよりも重いと嘆くのです。

神は彼らがしていることに驚きあきれました。

彼らの偶像崇拝は 「自分の息子、娘を火で焼くために、ベン・ヒノムの谷にあるトフェトに高き所を築

いたのです。 これはわたしが命じたこともなく、思いつきもしなかったことだ」　 エレミヤ 7：31

と神は言われます。

何故、神の民はこのような姿になっていったのでしょう・・どこから迷い出てしまったのでしょうか？

イスラエルは神が支配する国であり、神が王として国を治める神聖政治だったのですが、この民はあろう

ことか他の国と同じように王を欲したのです。最後の士師であったサムエルに神は言われます。

「民があなたに言うことは何であれ、それを聞き入れよ。なぜなら彼らは、あなたを拒んだのではなく、

わたしが王として彼らを治めることを拒んだのだから。」Ⅰサム 8:7
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彼らは王なる神を拒んだのです。 こうしてイスラエルの初代王としてサウルが立てられましたが、彼は

神が導かれていることに心を留めず、自分の心が高ぶり、挙句の果ては聖絶せよとの命令に背き、聞き従

うことよりも神のためという名目で、自分勝手にいけにえをささげたのです。

サムエルは言います。

「【主】は、全焼のささげ物やいけにえを、【主】の御声に聞き従うことほどに喜ばれるだろうか。 見

よ。聞き従うことは、いけにえにまさり、耳を傾けることは、雄羊の脂肪にまさる。 従わないことは占

いの罪、高慢は偶像礼拝の悪。あなたが【主】のことばを退けたので、主もあなたを王位から退けた。」 

Ⅰサムエル 15：22～23

サウルは王を失脚します。しかし神は見つけたのです、神の心にかなう器を。そのすべての歩みの前に主

を置いて歩んだ、「愛されるもの」の名を持つダビデを。彼は右にも左にも逸れず、ただ主だけを主の御

心だけを求めて神の民イスラエルを導いていきました。
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王でありながらも、神の前では羊飼いだった頃のように琴を手にし、常に神を賛美する無邪気な心をずっ

と持ち続けた王だったのです。

彼はいつもただ一つの事だけを願い求めていました。

「一つのことを私は【主】に願った。それを私は求めている。私のいのちの日の限り【主】の家に住むこ

とを。【主】の麗しさに目を注ぎその宮で思いを巡らすために。」詩 27:4

ダビデはどこまでいっても、主を追い求めていました。

ダビデは王であり祭司であり預言者です。

ダビデ王はイスラエルを一つにします。これはやがて来るメシア王国における型です。

ダビデが神とともに治めるその国イスラエルは、40年間の繁栄と祝福を手にし、そこに住む民は全てに

満ち足りて幸せでした。
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彼の息子ソロモンは「平和」を意味する名が与えられ、いまだかつて見たこともない豪華な神殿を建て上

げます。 そしてその国は神が治める国として、長く安定していくかのように見えました。 しかしソロモ

ンは外交の切り札として 700人の妻を持ち、300人の側女を置いたのです。

異教の神を崇拝する彼女たちにいざなわれて、ソロモンはあろうことか偶像に心を寄せていくのです。

神が遣わした多くの預言者によって語られる神の警告に耳を貸すこともしなくなったソロモンに、神は怒

りを発し、王国はレハブアムの時代に 2 つに分裂してしまいました。 首都をサマリヤに置く北イスラエ

ルと南ユダです。南ユダにはユダ族とベニヤミン族の 2 つの部族だけが残り、あとの 10 部族は北イスラ

エルに住むことになります。

最初に北の王となったヤロブアムは、祭りのためにエルサレムに行くであろう自分の民が、心変わりをし

てユダの国に戻ってしまうのを恐れ、高きところに偶像を造り 10部族に霊的な大きな罪を犯させるので

す。 それが神がずっと糾弾し続けるヤロブアムの罪です。彼らは偶像崇拝の深みにはまっていきました。

 神は幾度となく預言者たちを遣わし、悪しき偶像から立ち返るよう迫ります。しかし彼らはますます頑
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なになり、ヤロブアムの罪から離れようとはしませんでした。 そして遂に、ＢＣ721年 、神の裁きを受

けた北イスラエルはアッシリヤに捕らえられて表舞台からその姿を消すのです。

さらにその 100年後、今度は南ユダ国もまた、アッシリヤを倒したバビロンに捕らえられようとするの

です。 神の裁きは速やかに行われることを、かつて幻によって理解したエレミヤに、神は彼の口に言葉

を授けていきます。 神の代弁者として民に語り続けるそのテーマは、神が切に訴えていることであり、

それは「イスラエルよ、私に帰れ！」です。 「今からでも遅くはない。罪を悔いて、わたしのもとに立

ち返れ。」「帰って来なさい。」「帰って来るのだ。」「帰れ我が民よ、私はあなたを救いたいのだ。」

「我が娘シオンの娘よ、帰って来なさい。」と。 この叫びにも似た神の声を自分の声として、涙をもっ

てエレミヤは語り続けていくのです。

「帰る」はヘブル語の「 שׁוּב シューブ」が使われています。

旧約では 1075回使われている中で、エレミヤ書が最も多く 115回も使われているのです。
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 涙の預言者エレミヤ 

エレミヤが活動した期間は 40年でしたが、この間に王は 5人も変わっています。いかに国が不安定に

なっていたかが分かります。 エレミヤが主から託された言葉はただ一つだけ。「この国は滅びる。だか

ら速やかにバビロンに降伏せねば助からない」と叫んだのです。

一般に預言者は、神のことばをもって人々に励ましと慰めと希望のメッセージを宣べるものですが、エレ

ミヤの言葉は人々の耳には不快でしかありませんでした。

彼は人々から憎まれ、命を奪おうと企む者さえいたのです。それは、彼の出身地であるアナトテの人々で

した。 しかし主がそのことを彼に教えたのです。

「【主】が私に知らせてくださったので、私はそれを知りました。それからあなたは、彼らのわざを私に

見せてくださいました。 私は、屠り場に引かれて行く、おとなしい子羊のようでした。彼らが私に敵対

して計略をめぐらしていたことを、 私は知りませんでした。『木を実とともに滅ぼそう。彼を生ける者
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の地から断って、その名が二度と思い出されないようにしよう』と。しかし、正しいさばきをし、心とそ

の奥にあるものを試す万軍の【主】よ。あなたが彼らに復讐するのを私は見るでしょう。私があなたに、

私の訴えを打ち明けたからです。」エレミヤ 11：18-20

神はこの悪をたくらむ者たちに報復してくださったのです。

「若い男は剣で死に、彼らの息子、娘は飢えで死に、 彼らには残る者がいなくなる。わたしがアナトテ

の人々にわざわいを下し、刑罰の年をもたらすからだ。」エレミヤ 11：22-23

「わたしは、屠り場に引かれて行く、おとなしい子羊のようでした。」　エレミヤ 11：19

エレミヤのこの言葉にイェシュアの姿が重なります。
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「彼は痛めつけられ、苦しんだ。だが、口を開かない。屠り場に引かれて行く羊のように、毛を刈る者の

前で黙っている雌羊 のように、彼は口を開かない。」イザヤ 53：7

エレミヤを預言者として召し出した時に約束されたように、神はにエレミヤの命を守られるのです。

彼は行動預言者として視覚にも訴えかけるように神のことばを語りました。

人々はそんなエレミヤを疎ましく思うのです。それでもエレミヤはひるむことなく語り続けます。

「もう間もなくユダは滅びる。そうなる前にわたしに帰れ。偶像を捨ててわたしのもとに帰れ。様々な悪

を捨て去れ」と。

このように預言する彼のことばを聞いた祭司パシュフル （周りは安全である） はエレミヤを打ち、一晩

中足かせにつなぎました。 その時エレミヤは「恐怖があなたを取り囲む」と告げ、「パシュフルの愛す

る者たちをはじめとして、この都も何もかもがバビロンに捕らえられていく」と預言するのです。
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滅びの足音がひたひたとユダに迫り、エレミヤは苦悩しました。「今にこの国は敵の手に捕らえられ、愛

する同胞たちに多くの叫びと嘆きが満ちるであろう。」頑ななこの民の末路を思いエレミヤは涙を流すの

です。そして美しい都エルサレムが廃墟とされることに彼は苦しむのです。

「主のことばを語っても人々は耳を貸さず、一日中笑いものとなり、皆の嘲りの的となる。 わたしの生

まれた日はのろわれよ。わたしの一生は恥を見るのか。」・・・エレミヤは主に叫びます。

「私が、『主のことばは宣べ伝えない。もう御名によっては語らない』と思っても、主のことばは私の心

のうちで、骨の 中に閉じ込められて、燃えさかる火のようになり、私は内にしまっておくのに耐えられ

ません。もうできません。私が、多くの人のささやきを聞いたからです。『「恐怖が取り囲んでいる」と

告げよ。われわれも彼に告げたいのだ』 と。私の親しい者もみな、私がつまずくのを待ちかまえていま

す。『たぶん彼は惑わされるから、われわれは彼に勝って、 復讐できるだろう』」エレミヤ 20:9-10 と。
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「私が信頼した親しい友が私のパンを食べている者までがわたしに向かってかかとをあげます。」

　詩篇41：9　とあるように、ここでもイェシュアの姿と重なります。

「しかし、【主】は私とともにいて、荒々しい勇士のようです。ですから、私を迫害する者たちはつまず

き、勝つことができません。彼らは成功しないので、大いに恥をかき、忘れられることのない永久の恥と

なります。正しい者を試し、思いと心を見る万軍の【主】よ。あなたが彼らに復讐するのを私に見させて

ください。私の訴えを あなたに打ち明けたのですから。」【主】に向かって歌い、【主】をほめたたえ

よ。主が貧しい者のいのちを、悪を行う者どもの手から救い出されたからだ。」 エレミヤ 20:11-13

何度も神は愛の手をもってユダの民を招きますが、彼らは心を頑なにするばかりでイスラエルの神の元に

は帰っては来ません。「神の裁きを受け入れ、バビロンに降伏してそこで増えよ」と重ねて語られても、

民はなおも 「100年前に滅ぼされたイスラエルではあるまいし、この国が滅びるわけがない。」と

エレミヤの声に全く耳を貸さなかったのです。
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 実際にユダの国から多くの力ある者たちがバビロンに連れて行かれるのを見ても、主に立ち返ろうとは

しませんでした。

エレミヤは神と同じものを見続けて、ただひたすらこれから起こることを、余すことなく伝えたのです。 

彼のそばにはバルク (祝福された者 神はむべきかな)  がいました。彼はエレミヤのことばを書き留めて

いく書記です。 主は、書き留めた巻物を長老たちに託してエホヤキム王のところへ持って行くよう言わ

れますが、長老たちはまずエレミヤとバルクの身を案じ、誰にも居場所が知られないようにしなさいと

言ってから、その巻物を王のところへ届けました。

エレミヤ書 36章には、イスラエルとユダとすべての国々について、神がエレミヤに語り続けてきたこと

が書き記されています。主はエレミヤに語ります。「この民はそれを聞いてそれぞれ悪の道から立ち返る

かもしれない。そうすればわたしも彼らの咎と罪をゆるすこ とができる」と。

神はご自分の愛する民が悔い改めるのを待っておられるのです。

25



しかし、神の切なる願いは無残にも踏みにじられてしまいます。巻物を受け取った悪王エホヤキムは、暖

炉のそばでその巻物を刀で引き裂き、火の中に放り込んでしまいます。

かつての賢王たちが、主の言葉に衣を引き裂いて悔い改める姿はこの愚かな王にはありません。それゆえ

神の恐ろしい審判が下され、裁きに遭いその身を滅びるに任せたのです。 そしてこの国この民の上に、

神の裁きの火ぶたは切られ、大勢のバビロンの兵士がエルサレムに攻め入って来ます。 その結果、ソロ

モンの神殿は無残な姿となり、全ての財宝は奪われ、人々は殺害され、乳飲み子も 無残に殺されました。

美しい都は火で焼かれます。それは、BC586の出来事でした。

しかし神はいたずらにこの国を、神の民を、苦しめようとは思ってはおられません。

神は良きお方なのです。バビロンは神の裁きのために用いられた単なる道具に過ぎないのです。

神はイスラエルを見捨てたわけではありません。 愛するからこそ、敢えて事を起こされたのです。

建て、植えるために 70年の歳月をかけて、神は民を再建されます。
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エレミヤはいつも神の心を自分の心としていました。

どんなに辛い目に遭おうとも、その命が消えていこうとも、エレミヤはいつもイスラエルに関心を寄せ、

神と共にこの民のことだけを考えていたのです。

聞き従うなら全てが上手くいくのに、それができず、神を信頼しない民の心を彼は見せつけられました。

 回復の預言・新しい契約 

エレミヤは先に捕囚とされた民にメッセージを送ります。

神から託されたその言葉は、バビロンで家を建てそこに住み、果樹園を作ってその実を食べ、家族を持ち

子供を産んでそこで増えていきなさい。減ってはいけない。

また、その町のために、バビロンの平和のために祈りなさい。その町の平安によって、あなたがたは平安

に暮らしていけるのだから。

これはアダムとエバに語られた内容と似ています。

「産めよ増えよ。地を満たせ、地を従えよ」という繁栄と祝福の祈りでした。
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70年が満ちる頃、わたしはもう一度、あなたがたをイスラエルの地に帰らせる。

わたしの計画は災いではなく、平安と将来と希望を与えるためのものだという、それは回復と再建のため

に立ち上がった神からの熱いメッセージでした。

「 ──【主】はこう言われる──見よ。わたしはヤコブの天幕を回復させ、その住まいをあわれむ。都

はその丘の上に 建て直され、宮殿はその定められている場所に建つ。彼らから、感謝の歌と、喜び笑う

声が湧き上がる。わたしは人を増やして、減らすことはない。わたしが尊く扱うの で、彼らは小さな者

ではなくなる。その子たちは昔のようになり、その会衆はわたしの前で堅く立てられる。わたしはこれを

圧迫する者をみな罰する。その権力者は彼らのうちの一人、その支配者はその中から出る。わたしは彼を

近づけ、彼はわたしに近づく。いのちをかけてわたしに近づく者は、いったいだれか。──【主】のこと

ば──あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなたがたの神となる。」」　エレミヤ 30:18-22
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「かつてわたしが、引き抜き、打ち倒し、打ち壊し、滅ぼし、わざわいを下そうと彼らを見張っていたよ

うに、今度は、 彼らを建て直し、また植えるために見張る──【主】のことば──。 見よ、その時代が

来る──【主】のことば──。そのとき、わたしはイスラエルの家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ。

その契約は、わたしが彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に、彼らと結んだ契約の

ようではな い。わたしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破ったわたしは彼らの主であっ

たのに、彼らはわたしの契約をこれらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである──

【主】のことば──。わたしは、わたしの 律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。わ

たしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。彼らはもはや、それぞれ隣人に、あるいはそれぞれ兄

弟に、『【主】を知れ』と言って教えることはない。彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、わたし

を知るようになるからだ──【主】のことば──。わたしが彼らの不義を赦し、 もはや彼らの罪を思い

起こさないからだ。」」　エレミヤ 31:18-34

再び主のことばがエレミヤに臨みます。それは、イスラエルと新しい契約を結ぶというものでした。
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その新しい契約は、イェシュアによって完成します。イェシュアが受難と死を通り、復活の初穂となって

ご自身を御父にささげ、いのちを与える御霊となって、私たちの霊に息を吹き込んでくださいました。

その瞬間、失われていた神との霊の交わりが回復したのです。私たちの内に、新しい創造の御業が成され、

神の生きた律法が私たちの心に書き記されました。

私たち教会が先にこの恵みに与りましたが、やがて終わりの日に「恵みと嘆願の霊」が注がれ、神の民イ

スラエルの目が開かれて、彼らは神を真の意味で知るようになります。

そして、イスラエルの残りの者と呼ばれる彼らが、この地に主を知らしめていくのです。

終わりの時、エレミヤを通して語られた次のみことばが実現します。

「わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。」　エレミヤ 31：33

べアハリート
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2 月 15日の礼拝メッセージで先生がこう言われました。「ある牧師先生から使命と召命の違いをどう受

け止めていますか？」と質問され、「使命とは、人が造られエデンの園で耕し守るという務めを与えられ

たこと、つまり「王なる祭司」として多くの時間を神とともに過ごし、神の御心と御旨を悟り神の表現者

となっていくこと。また召命とは、神の終わりのご計画を人に忖度することなく、語っていくこと。

誰も聞かなくても、誰も理解しなくても、それでも語るということ。」だと答えられたと。

それを聞いた時、まさしくエレミヤは神の召命に生きた人だと教えられたのです。

エレミヤは何度も命を奪われそうになり、ある時とうとう泥が詰まった深い穴の中に入れられます。

それを見た宦官のエベデメレクが、王に嘆願しエレミヤを救い出そうと奔走するのです。

彼は沢山のぼろ切れを持っていき、それを脇の下に置きなさいと声をかけ、綱で穴から引き揚げて彼の命

を助けました。

さらに、その町にパンがなくなる日まで、毎日 1個のパンがエレミヤにあてがわれて、彼の命は保たれて

いきます。神は約束された通りにエレミヤを守り、その命が消え入りそうに見えても、この神の器を助け

る者たちを起こし、彼を守っていくのです。
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エレミヤが見ていたものはユダの国の滅びです。美しい都エルサレムが廃墟とされる様を彼はずっと見て

きました。 ダビデ契約のゆえに神は王を起こされますが、神の目に適う王はヨシヤ王以外におらず、残

りの王たちは神を知らない愚かな王でした。しかしエレミヤは廃墟となったエルサレムの向こうに、もう

一度、神の国が建てられるのを見ていました。 アーモンドの木が花を咲かせるのを、変わることなく

ずっと見続けていました。アブラハムが見たものと同じものをです。

無から有を作り出すこと、再創造されること、これは神だけがなさる業です。エレミヤが語った言葉を聞

いた当時の人々の耳には、彼の言葉は気違いじみた言葉に聞こえたことでしょう。しかし神の完全数であ

る 70年が満ちるときに、神の御手が動き出し、神が語られた言葉が成就します。

エレミヤはいつも神の心を自分の心としていました。どんなに辛い目に遭おうとも、自分の命が消え行こ

うとも、いつもイスラエルに関心を寄せ、この民のことを考えていたのです。
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これから後70 年と言う長い年月をかけて、神は再度この国を、神の民イスラエルを練り聖め、作り上げ

ていきます。 私たちは既にこの歴史を知っています。そして必ずその通りになったことをも見ています。

神の御口から出た言葉は必ずそうなるのです。昔も今も、そしてこれからもです。

「人が隠れ場に身を隠したら、わたしはその人を見ることができないのか。──【主】のことば──天に

も地にも、わたしは満ちているではないか。──【主】のことば。」　 エレミヤ 23:24

「わたしのことばは火のようではないか──【主】のことば──。岩を砕く金槌のようではないか。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エレミヤ 23:29

「天地は消え去ります。しかしわたしのことばは決して消え去ることがありません」。マタイ 24：35

「草はしおれ花は散る。しかし、私たちの神のことばは永遠に立つ。」イザヤ 40：8
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「天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがた

の思いよりも高い。雨や雪は、天から降って、もとに戻らず、地を潤して物を生えさせ、芽を出させて、

種蒔く人に種を与え、食べる人にパンを与える。そのように、わたしの口から出るわたしのことばも、

わたしのところに、空しく帰って来ることはない。それは、わたしが望むことを成し遂げ、わたしが言い

送ったことを成功させる。」　イザヤ 55:9-11

 「─【主】のことば──天にも地にも、わたしは満ちているではないか。─」 　エレミヤ 23:24

エレミヤが見ていたアーモンドは、聖所に置かれたメノーラ―を指し示します。 聖所の中は真っ暗です。

メノーラ―のともしびは前方を照らす光、それは神の計画・御旨・御心・目的です。

 神はいつもそれだけを見ているのです。
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私たちは神を愛しています。口先だけではなく、神と同じ思いを持ち、神が大切にしているものを大切に

する。神の喜びを自分の喜びとし、神の怒りを自分の怒りとする。

そのような者に私たちもなりたいですね。

かつて主の怒りを自分の怒りとした人のおかげで、イスラエルへの神罰が止んだことがありました。

彼の名はピネハスです。彼は偶像礼拝を持ち込んだ異国の女とみだらなことをした男を、その女とともに

槍で突き刺したのです。　神は言われました。

「彼がイスラエルの子らのただ中で、わたしのねたみを自分のねたみとしたからである。それでわたしは、

わたしのねたみによって、イスラエルの子らを絶ち滅ぼすことはしなかった。それゆえ、言え。『見よ、

わたしは彼にわたしの平和の契約を与える。これは、彼とその後の彼の子孫にとって、永遠にわたる祭司

職の契約となる。それは、彼が神のねたみを自分のものとし、イスラエルの子らのために宥めを行ったか

らである。』」　民数記 25:11-13
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私たちの思いがいつもピネハスのように、ダビデのように、エレミヤのように、主の心と一つとなってい

ますように。　神が見ているものから目を離さないようにさせていただきましょう。

へブル人への手紙 11章に出てくる信仰の偉人たちが見ていたものを、私たちも見ていましょう。

「固い基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その都の設計者、または建設者は神です。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へブル 11：10

「私たちの聖所がある場所は、初めから高く上げられた栄光の王座だ。」エレミヤ      17:12  

「高く上げられた栄光の王座」

高く上げられたということは、キリストが最も低いところ、この地上に降りて来てくださったということ

です。御父の御心のすべてに、謙遜の限りを尽くして従われました。実に十字架の死にまで。

それゆえ、神はイェシュアをよみがえらせ、すべての名にまさる名を与えられたのです。

36



イェシュアは「いのちを与える御霊」となって、今私たちとともに住んでくださっています。

「インマヌエル」主が私たちとともにおられる。そこは栄光の王座。その中に、私たちもいるのです。

その聖所が今、私達のど真ん中、霊の中にあります。この王座に主が座っておられるのです。

・・この方に栄光と賛美と誉れが世々限りなくありますように！

マラナタ、主よ、来てください。私たちはあなたを待ち望んでいます。

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026.４.１
                    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水曜AC  加藤 弘美
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